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連
絡
や
一
次
面
接
の
応
対
な
ど
マ
ッ

チ
ン
グ
の
た
め
の
業
務
を
Ｊ
Ａ
が
担

う
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が

広
が
っ
た
令
和
２
年
度
以
降
は
、
農

業
に
関
心
を
持
つ
者
の
増
加
に
伴
っ

て
、
同
事
業
を
活
用
す
る
事
例
も
増

加
。
令
和
３
年
５
月
時
点
で
は
、
１

５
１
人
が
こ
れ
に
よ
り
農
業
に
従
事

し
て
い
る
。

　

今
回
は
、
労
働
力
確
保
の
新
た
な

形
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
大
阪
中
河
内
を
通

じ
て
同
事
業
を
活
用
す
る
松
原
市
の

河
谷
フ
ァ
ー
ム
に
話
を
聞
い
た
（
他

Ｊ
Ａ
の
取
り
組
み
事
例
は
次
月
号
に

掲
載
）。

　

大
阪
府
水
田
農
業
推
進
協
議
会
は

７
月
９
日
、
令
和
３
年
度
総
会
を
書

面
開
催
し
た
。

　

提
出
議
案
の
令
和
２
年
度
事
業
報

告
・
収
支
決
算
、
３
年
度
事
業
計

画
・
収
支
予
算
の
２
議
案
は
全
会
一

致
で
承
認
さ
れ
た
。

　

総
会
に
先
立
ち
、
米
政
策
改
革
推

進
部
会
が
開
か
れ
、
総
会
提
出
議
案

に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

令
和
３
年
度
経
営
所
得
安
定
対
策
等
、

大
阪
府
水
田
収
益
力
強
化
ビ
ジ
ョ
ン

（
産
地
交
付
金
）
な

ど
に
つ
い
て
報
告
が

あ
っ
た
。

　

同
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ

い
て
は
、
３
年
度
か
ら
、
高
収
益
作

物
の
作
付
拡
大
に
よ
る
水
田
フ
ル
活

用
及
び
収
益
力
強
化
等
に
向
け
て
、

産
地
交
付
金
メ
ニ
ュ
ー
の
う
ち
、
各

地
域
協
議
会
が
定
め
る
「
地
域
振
興

拡
大
作
物
」
へ
の
助
成
単
価
が
引
き

上
げ
ら
れ
た
ほ
か
、
土
地
利
用
型
作

物
（
水
稲
＋
戦
略
作
物
）
の
「
二
毛

作
」
助
成
が
新
設
さ
れ
た
。�（
光
崎
）

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
大
阪
で
は
、
Ｊ
Ａ

内
に
無
料
職
業
紹
介
所
を
開
設
し
、

組
合
員
農
家
の
求
人
情
報
の
収
集
・

マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
を
進
め
る
「
無
料

職
業
紹
介
事
業
」
を
展
開
し
て
い
る
。

　

令
和
元
年
11
月
に
開
始
さ
れ
た
同

事
業
は
、
現
在
Ｊ
Ａ
大
阪
中
河
内
、

Ｊ
Ａ
大
阪
南
、
Ｊ
Ａ
い
ず
み
の
の
３

Ｊ
Ａ
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

　

求
人
を
希
望
す
る
農
家
が
窓
口
と

な
る
Ｊ
Ａ
に
申
請
を
す
る
と
、
Ｊ
Ａ

大
阪
中
央
会
が
運
営
す
る
サ
イ
ト
内

に
求
人
内
容
が
掲
載
さ
れ
、
民
間
求

人
サ
イ
ト
な
ど
に
も
転
載
さ
れ
る
仕

組
み
。
閲
覧
し
て
興
味
を
持
っ
た
地

域
住
民
か
ら
の
応
募
を
農
家
に
繋
ぎ
、
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経
営
拡
大
で
新
た
な
労
働
力
を

�

松
原
市
・
河
谷
フ
ァ
ー
ム

Ｊ
Ａ
大
阪
中
河
内

水
田
協
総
会

�

全
会
一
致
で
議
案
承
認

　

「
４
人
の
従
業
員
の
働
き
た
い

時
間
に
そ
れ
ぞ
れ
入
っ
て
も
ら
い
、

農
園
の
作
業
を
助
け
て
も
ら
っ
て

い
る
」
と
話
す
の
は
、
松
原
市
・

河
谷
フ
ァ
ー
ム
代
表
の
河
谷
文
雄

さ
ん
（
64
）
だ
。

　

４
年
前
に
公
務
員
を
退
職
し
て

帰
農
し
た
河
谷
さ
ん
は
、
親
の
代

か
ら
30
年
以
上
続
く
農
園
を
継
ぎ
、

水
稲
の
ほ
か
キ
ャ
ベ
ツ
、
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
、
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
、
ミ
ズ

ナ
等
の
季
節
野
菜
や
、
ト
レ
ビ
ス
・

ビ
ー
ツ
な
ど
イ
タ
リ
ア
野
菜
、
フ
ラ

ン
ス
の
イ
チ
ジ
ク
等
40
種
類
以
上
の

作
目
を
栽
培
。
近
隣
で
耕
作
で
き
な

く
な
っ
た
農
地
も
積
極
的
に
借
り
受

け
て
、
現
在
の
耕
作
面
積
は
約
１
・

２
㌶
と
帰
農
当
初
の
２
倍
近
く
に
拡

が
っ
た
。

　

経
営
拡
大
も
進
む
中
、
農
繁
期
の

秋
頃
に
ス
ポ
ッ
ト
で
労
働
力
が
欲
し

い
と
感
じ
た
河
谷
さ
ん
は
Ｊ
Ａ
大
阪

中
河
内
の
営
農
総
合
セ
ン
タ
ー
に
相

談
し
、
無
料
職
業
紹
介
事
業
の
活
用

を
勧
め
ら
れ
た
。

　

現
在
の
従
業
員
は
、
会
社
員
な
ど

他
の
キ
ャ
リ
ア
を
持
つ
人
も
い
る
。

作
業
面
で
大
き
な
力
に
な
る
だ
け
で

な
く
、
農
園
経
営
の
見
識
を
広
げ
る

と
い
う
点
で
も
助
か
っ
て
い
る
と
振

り
返
る
。

　

佐
々
木
美
菜
さ
ん
（
26
）
も
そ
の

１
人
だ
。
芸
術
家
と
し
て
活
動
す
る

佐
々
木
さ
ん
は
、
農
作
業
を
手
伝
う

傍
ら
農
園
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
デ
ザ

イ
ン
等
で
相
談
に
応
じ
る
こ
と
も
あ

る
と
い
う
。「
自
分
の
仕
事
と
並
行

し
て
働
き
た
い
時
間
に
働
け
る
の
で

あ
り
が
た
い
。
農
業

は
初
め
て
だ
が
、
河

谷
さ
ん
が
丁
寧
に
指

導
し
て
く
れ
て
、
敷

居
の
高
さ
を
感
じ
ず

に
作
業
が
出
来
て
い

る
」
と
明
る
く
話
す
。

　

今
後
も
近
隣
の
遊

休
農
地
は
積
極
的
に

引
き
受
け
て
拡
大
を

考
え
る
河
谷
さ
ん
。

経
営
拡
大
が
進
め
ば
、

更
な
る
事
業
の
活
用

も
検
討
中
だ
。

�

（
沼
田
）

佐々木さん（左）は、昨年10月から河谷さん（右）の
もとで働いている

専用求人サイト

農家と地域住民を
� マッチング


